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要旨

１．研究の背景と目的

1979 年から 2014 年まで続いた一人っ子政策下の親世代は、今後中国における高齢者人

口の大半を占めることになり、特に 2000 年以降の 10 年間は、第二次ベビーブームの出生

人口がすでに出産年齢に達している。2030 年より彼らは高齢期に入り、中国における高

齢者人口の 25%を占め、第二次ベビーブームと計画出産政策の二重の影響により、一人っ

子世帯の数が膨大になり、少子高齢化が加速している。さらに、地方経済の発展が遅れて

おり、若い世代は大都市へ生活するようになる「空き巣高齢者」が急増することを示唆し

ている。一人っ子政策下の親世代が、扶養や介護を、今後子どもに頼むのが難しいことは

明らかである。したがって、要介護状態になることを予防するサービスを提供することは、

今後の中国において、重要かつ有意義な政策課題となる。とりわけ、実験的に行われてい

る「上海市長期看護保険試行方法」において、今後、日本の介護保険制度において実施さ

れているような介護予防サービスを導入していくことは、大いに検討する必要がある。

本研究は、中国河南省濮陽市において、一人っ子政策下、第二次ベビーブーム時に生ま

れた中高齢者へのアンケートとインタビューを通じて、現在の中国では導入が進んでいな

い介護予防サービスの導入を検討するための基礎的資料を得ることを目的とする。

２．研究方法および結果

河南省濮陽市において、アンケート調査とインタビュー調査を実施した。アンケート調

査の対象者は、濮陽市第一石油化学工場団地に居住している 50 歳以上の中高齢者で、現

在要介護の状態ではない、200 人である。調査票はオンラインで配布し、無記名自記式電

子質問表調査を行った。インタビュー調査の対象者は、アンケート調査の回答者の中から

インタビューに応じた５人の中高齢者と、その中の中高齢者の娘１人であった。インタビ

ューは、オンライン上あるいは電話で実施した。

アンケート調査の結果は、次のとおり。性別は男性 30 人、女性 66 人となり、女性は

男性のほぼ２倍である。年齢については、「50〜59 歳」の回答者が 78％を占めて、９割

は自分が健康だと思っている。この団地に住んでいるのはほとんどが元国有会社の従業員

で、年金と医療保険がほとんどあり、基礎的な老後生活の保障がある。75%の回答者が一

人っ子世帯で、国有企業の従業員に対する一人っ子政策の影響が大きいことが明らかであ

る。64.6%の回答者は将来看病や世話をしてくれる人は、配偶者である。将来の老後問題

については、半分以上の回答者は心配である。84%の回答者が介護の状態にならないため

に、何かやっている。92％の回答者は体操、筋トレなどの運動に参加したいと回答した。

加えて、介護予防チェックリストにより、介護予防ニーズの有無を判別し、関連する変数

とのクロス集計を行った。配偶者、経済状況、家族形態、子どもの人数と訪問回数、老後

問題についての不安感、社会参加といった要因が、一人っ子政策の親世代の介護予防ニー

ズとの関連性があることが明らかになった。

インタビュー調査からの知見は、次のとおり。非空き巣中高齢者と比較すると、空き巣

中高齢者、特に一人っ子の空き巣中高齢者は、こどもが長い間そばにいないため、子供に

扶養される期待値が低いので、施設に入居せざるを得なくなる。しかしながら、中国にお

ける老人ホームの現状が変わらない場合には、介護予防サービス導入の必要性が明らかに

なってくる。空き巣高齢者は他人との人付き合いが少なくなり、外部からの支援には拒否

の態度を持っているため、引きこもり予防の支援が必要であると考えられる。中国では、

高齢者は養生系製品の購入の詐欺には警戒心があるので、自分が知っている内容だけを受

け入れたいことが明らかである。男性の回答者に比べて、女性は完全に引退しないので（家
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事などは続ける）、自分は若い人のように働けると思っており、自分が年老いたことを受

け入れたくないのだと思われる。

３．考察

これまでの介護予防の研究対象者は、基本的に 60 歳以上の者だが、本研究の対象者の

約８割は 50～59 歳である。中国において、これら 50 歳代は比較的若い年齢層で、介護予

防は必要ないと考えていると思われている。しかしながら一人っ子政策下の親世代、とく

に空き巣中高齢者は、そうではないかもしれないことが明らかになった。

介護予防ニーズがある者は介護予防ニーズがない者に比べ、配偶者がいない場合が多く、

一人暮らしが多く、子供の人数が少なく、また子供の訪問回数も少ないことから、家族か

らの支援が中高齢者の心理的安定感や体調にプラスの影響を与える可能性があることが

わかった。介護予防ニーズの高い者は、経済的ストレスも大きく、高齢期に入ると体調の

衰えや、それに関連するさまざまな疾病リスクの増加により、健康面での支出が増加し、

収入が少ない一人っ子政策の親世代は貧困に陥る可能性がある。将来の老後問題について

は、適切な老人ホームがなく、孤独になり、健康・疾患、自分の世話をすることができる

人がいないという問題で、介護ニーズのある高齢者はさらに不安になり、心身の変化を感

じているためか、老後の問題を心配し始めている。友達と会う回数が減少していることは、

社会とのコミュニケーションが減少していることを意味しており、この場合の中高齢者の

介護予防ニーズは、さらに高くなるだろう。このように、一般の中高齢者に比べ、一人っ

子政策の親世代の介護予防ニーズは高いことが明らかになった、さらに高齢者一歩手前の

50 歳代にも、介護予防サービスのニーズがあり、導入を検討した方がよいことが示唆さ

れた。

介護予防に対する受け入れ程度について、対人的な交際程度と関係がある可能性があり、

人とのコミュニケーションがある場合、介護予防に対する期待度が高い。逆に、介護予防

に懐疑的になり、介護予防に興味はあるが、だまされるのが怖いので、自分の知らない内

容には受け入れがたい。ただし、知っている部分には受け入れ度が高い。女性は男性より

も自分の年を取ったことを受け入れにくいので、女性に介護予防を導入することを対象に

した場合、健康を守ることをキーワードとすると、より受け入れやすいと考えられる。研

究対象者は現在比較的若い年齢にあり、介護予防の重要性をまだ意識することができない。

その中には予防に興味がない者が多いが、予防に興味がある人は、介護予防の導入対象で

あり、彼らは比較的健康であるので、相対的に敷居の低い一次予防と二次予防を中心に提

案するならば、彼らも受け入れやすいかもしれない。

４．本研究の課題と限界

本調査の課題と限界は、以下のとおりである。①オンラインに変更したため、スマート

フォンを使わない高齢者が多く、予想よりも回収数が少なくなった。②今回の対象者は、

スマートフォンを使える者のグループなので、新しい概念を受け入れやすく、介護予防の

導入への受容性が高いグループとも考えられる。③オンラインに変更したため、アンケー

ト調査の説明書をよく読まず、質問項目を充分に理解していないことも考えられる。④電

話でのインタビューのため、中国では中高齢者を狙った振り込め詐欺が多いので、見知ら

ぬ人と電話することに若干抵抗心を持ち、回答の内容が不十分であることが避けられない。
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